



























































































































































































































































































































































































































































































授業手順 時間 教師 英語のキーワード表現 子ども 教材＜使用機材＞
Greeting
整列～挨拶～紹介
1分
挨拶
鈴來T紹介
Goodmorning!
Bigvoice/Smalvoice
Mr.MasaKing,
thedrummer.
Goodmorning!
全身でリズムを表
現しよう
3分
♪リズム体操
・前回の復習
動きの前に英語で動きを
伝える。
Bendyourknees
Stomp
Walk
Swing
Hop
Run（Quickly/Slowly）
Sleep→Wakeup
Jump
Clap
リズムに合わせて動く MacBookAir
10分
♪SevenSteps（NormalVer.）
・人見 Tが普段の授業で実施し
ている内容をあえて機材は何も
使用せず声のみで指導
BreakTime 3分
15分
♪SevenSteps（LiveVer.）
・ハンドソニックとピアノによる
アンサンブルでライブ感を追究
する。
・ピアノは幼稚部の教諭が担当。
ハンドソニックは鈴來が演奏す
る。
・本編⇔リズム遊びを3回繰り返
す。その後はリズム遊びを4パ
ターン。
※状況に応じて内容を変化させる。
Level1:全ての数字でClap
Level2:奇数のみでClap
Level3:偶数のみでClap
Level4:奇数がStomp,偶
数がClap
Level5:Breakで「Hey!」
Level6:偶数と奇数の2グ
ループに分かれてリズム
アンサンブル
Level7:テンポアップ
HandSonic
ピアノ
BreakTime 2分
5分
♪Session
・4人ぐらいの子どもに前に出て
もらい，ハンドソニックとジャ
ンベによるアンサンブルに挑戦
させる。
・リズムが整ったら鈴來がアドリ
ブで音を重ねる。
応用編として楽器で演奏
する。
ハンドソニックのジャン
ベ音と生ジャンベによる
リズムアンサンブル。
偶数と奇数でパートを分
ける。
HandSonic
ジャンベ
Closing
1分
集合
挨拶
Let・ssay・Thankyou・!Thankyou.
＊人見礼子氏作成の「指導案」に永岡が加筆修正を行った。
「リズム体操」は，年長クラスの園児たちにすっかり受け入れられ，軽快なビートにのって楽しん
でいる様子が伝わってきた。このウォーミングアップが終わった後，今回のメインである「リズムア
ンサンブル」の活動に移った。使用された「セブンステップスSevenSteps（譜例1）」は，人見教諭
が普段から園児たちと歌っている英語のソングである。まず封筒の中から数字が書かれたカードの一
部を見せて，皆で何の数字か英語で当てるクイズを行い，ホワイトボードに1から7までの数字カー
ドを並べる。数字がったところで，ピアノでメロディーをサポートしながら子どもたちと「セブン
ステップス」を一通り歌う。それが終わったら，ホワイトボードの1～7の数字カードの1枚に「手
拍子」のマークを置き，その数字が歌詞に出てきたら，声を出す代わりに手を叩くよう指示する。そ
して手拍子のマークをどんどん増やしていき，最後は手拍子だけでリズム打ちをするように導いてい
く。園児たちは英語の歌詞を頭に思い浮かべながら手拍子をしているので，歌わなくても手拍子のタ
イミングが前のめりになることがなく，しっかりとビートのリズムを叩いていた。
さらに，そこにハンドソニックによる細かいビートのリズム（図版2参照）を加えるが，ピアノ伴奏
の上に重ねていくので，園児たちもごく自然にビートの変化を受け入れていたようである。テンポを
どんどん速くして全員ではじけた後，2グループに分かれて，一方が表拍＝オンビート，もう一方が
裏拍＝オフビートで手を叩き，手拍子が入れ子構造になるようなリズムアンサンブルを行った。「セ
ブンステップス」の一連の活動では子どもたちが非常に熱中し，楽しんでいる様子が印象的だった。
実践を振り返って，園児には高度と思われたリズムアンサンブルも，歌詞をしっかり頭に思い浮か
べることで，テンポの感覚をしっかりと保持できることが確認できた。それゆえ，活動にふさわしい
ソングの選択が重要であることも改めて認識した。今回使用した「セブンステップス」は，フレーズ
とカデンツ（コード進行の定型）が明確で，拍感も単純で把握しやすく，教材として非常に適切であっ
た。実践後の協議では，その他の候補曲として，「HeadandShoulder（日本語では「頭，肩，膝，ポ
ン」の歌詞で知られるソング）」，「Walking,Walking（「フレールジャック」の替え歌）」，「きらきら星」
なども挙がった。
また，音の方向性をどのように組み込んでいくかも大きな課題であると感じた。スピーカーの問題
もあるが，上から聞こえてくるサウンドは方向性がつかみにくい。これが電子楽器を使用する際の難
点の一つである。特に，最後の2グループに分かれて表裏の拍を打ち合うところでは，音の方向が
より明確になるよう，向かい合わせになってお互いに聴けるようにするとよかったかもしれない。
最後に，今後の課題を以下の7点にまとめた。
1）スローテンポの部分をもっと増やす。
2）全員でできるパフォーマンスを活動時間の中に少なくとも2つ以上入れる。
3）子どもの音楽活動が持続するためには，「楽しい」「易しい」「（だから）繰り返す」の3つの要素
が必要である。
4）30～40分のプログラムは長いので，（ことばではなく）音楽で区切り，コントロールする必要があ
る。
5）プログラムが続いている間，薄く（非常に微かな音で），リズムビートを流すのもよい。
6）サイン音（終わりを告げるファンファーレなど）は多用しない。
7）アコースティック楽器と電子楽器のそれぞれの機能とバランスを考えて，音楽を構成することが
重要。音の方向性や，空間の中での響き方にもっと注意を払う必要がある。
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4.終わりに
幼稚園での実践によって得られた知見と今後の課題を記す。
（1）幼児期の英語教育に関しては賛否両論あるが，脳の効率的な言語処理を促すという点では，早
期から始める利点が大きいと思われる。とりわけ，アクセントや言語リズムを自然に習得するには，
むしろ幼児期から学習することが必要である。その場合，単語レベルにとどめ，聴覚を通して学習さ
せることが重要である。
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図版2「セブンステップス」
音データの制作については「リズム体操」と同じ手法を用いた。
今回は音と映像の情報を同時に伝える工夫をした。
すなわち，音のフレーズとその内容を視覚的に理解させる画像をAbletonLive上に結合させ，それを
Launchpadによりリアルタイムにコントロールした。（鈴來正樹氏）
譜例1
（2）幼児期の身体運動と音楽の関連については，現代的な視点から互いの領域に深く踏み込んだ研
究が必要と思われる。特に音楽教育関係者は，現在の幼児児童を取り巻く日常的な音楽環境や，体
育科の身体表現（ダンス）に対して，より関心を払う必要があるだろう。
（3）幼児期の子どもの聴覚はとても敏感なので，電子楽器などを使用する際は弱音を心がけるよう
にする。またゆっくりとしたテンポの音楽，拍を感じさせない静かな音楽を途中に導入して，音環境
が単調にならないように配慮することが必要である。
（4）現在の日本の保育現場では，良質のスピーカー設備についてほとんど期待できない状況である
が，音楽音響において，音の方向性は重要なファクターの一つである。アコースティック楽器の長
所もそこにある。再生音響だけでなく，楽器の生演奏をバランスよく取り入れることが必要である。
（5）ダンスの伴奏音楽は，既製の音源を用いることが多く，今回のプロジェクトのような現場での
ライブ演奏は非常に稀なケースであろう。しかし，子どもたちの様子を見ながら臨機応変に音楽の長
さを変えたり，部分的に反復することは重要である。電子テクノロジーを利用することによって，様々
な音楽パターンを容易に切り替えることができる。今後は幼児教育の指導者もある程度の知識とスキ
ルが必要になってくるだろう。
＊今回のプロジェクトを共同で企画し，授業実践を担当された昭和小学校教諭人見礼子氏と打楽器奏者鈴來正樹
氏に感謝いたします。またこのプロジェクトの実施にあたってご協力いただいた昭和小学校，昭和幼稚園（平
成27年当時）の全ての関係者にこの場を借りて厚く御礼申し上げます。
＊本研究は科学研究費:基盤研究（C）26381225（代表:尾見敦子）の一環として行われた。
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